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1. 平成30年3月期第1四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第1四半期 6,709 3.5 1,216 9.2 1,249 10.5 884 14.7

29年3月期第1四半期 6,484 △0.1 1,113 △9.1 1,131 △11.1 771 △12.0

（注）包括利益 30年3月期第1四半期　　907百万円 （308.3％） 29年3月期第1四半期　　222百万円 （△70.3％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第1四半期 41.63 ―

29年3月期第1四半期 36.30 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期第1四半期 57,805 50,100 86.7 2,357.62

29年3月期 57,563 49,746 86.4 2,340.93

（参考）自己資本 30年3月期第1四半期 50,094百万円 29年3月期 49,739百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 26.00 ― 26.00 52.00

30年3月期 ―

30年3月期（予想） 30.00 ― 30.00 60.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

・平成29年3月期中間配当金の内訳　普通配当21円　記念配当5円

・平成29年3月期期末配当金の内訳　普通配当21円　記念配当5円

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 13,600 3.8 2,340 △3.6 2,380 △2.6 1,660 △1.9 78.12

通期 27,160 2.4 4,510 △0.1 4,600 1.7 3,180 6.9 149.66

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(注）詳細は、添付資料P.7「2.四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計
処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期1Q 21,803,295 株 29年3月期 21,803,295 株

② 期末自己株式数 30年3月期1Q 555,472 株 29年3月期 555,461 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期1Q 21,247,824 株 29年3月期1Q 21,248,081 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料P2「1．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説
明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における日本経済は、前期末から続く円安基調に支えられ、引き続き緩やかに改

善しております。平成29年６月の日銀短観では、大企業製造業の業況判断指数（DI）が、前回3月の短観と比べ

上昇しました。 

 先行きは、米国での政権運営など海外の政治・経済動向に不透明感は残るものの、製造業の在庫復元に伴う生

産増、世界的なIT需要や設備投資の回復を受けた輸出の増加、老朽化した設備の更新投資や非製造業での建設投

資、などを下支えに景気回復基調が続く見込みです。

  このような経営環境の中で、当社グループは、国内外とも需要は堅調に推移し、当第１四半期連結累計期間に

おける売上高は67億９百万円となり、前第１四半期連結累計期間64億84百万円と比較すると3.5%の増収となりま

した。利益面では、営業利益は12億16百万円となり、同11億13百万円と比較すると9.2%の増益、経常利益は12億

49百万円となり、同11億31百万円と比較すると10.5%の増益、親会社株主に帰属する四半期純利益は８億84百万

円となり、同７億71百万円と比較すると14.7%の増益となりました。 

 

事業のセグメント別の業績は、次のとおりです。

  迅速流体継手事業は、国内の需要が堅調だったため、売上高は29億33百万円（前第１四半期連結累計期間比

10.8%の増収）となりました。利益面では、売り上げの増加によってセグメント利益は７億26百万円（同21.0%の

増益）となりました。

  機械工具事業は、国内外ともに前年並みとなったため、売上高は22億39百万円（同0.8%の増収）となりまし

た。利益面では、生産体制再編による経費の増加によって、セグメント利益は２億59百万円（同16.6%の減益）

となりました。

  リニア駆動ポンプ事業は、国内、欧米の浄化槽ブロワが減少したため、売上高は９億95百万円（同9.6%の減

収）となりました。利益面では、製品構成の影響によって、セグメント利益は１億50百万円（同14.7%の増益）

となりました。

  建築機器事業は、国内の売り上げが堅調だったため、売上高は５億40百万円（同4.9%の増収）となりました。

利益面では売り上げの増加によって、セグメント利益78百万円（同12.9%の増益）となりました。

 

  海外売上高は、21億19百万円（前第1四半期連結累計期間比3.4%の増収）となり、海外売上高の連結売上高に

占める割合は31.6%となりました。主力の東南アジアでの売上高の増加によって欧米での減少をカバーしまし

た。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、578億５百万円となり、前連結会計年度末と比較して２億41百万円

の増加となりました。

 資産の部では、流動資産は419億33百万円となり、前連結会計年度末と比較して３億７百万円の増加となりまし

た。これは主に有価証券の増加４億99百万円、原材料及び貯蔵品の増加１億60百万円、受取手形及び売掛金の増加

１億43百万円、現金及び預金の減少５億８百万円等によるものであります。

 固定資産は、158億71百万円となり、前連結会計年度末と比較して65百万円の減少となりました。これは主に有

形固定資産の減少２億44百万円及び投資有価証券の増加１億85百万円等によるものであります。

 負債の部では流動負債は、31億12百万円となり、前連結会計年度末と比較して１億54百万円の減少となりまし

た。これは主に賞与引当金の減少２億63百万円、未払法人税等の減少１億17百万円、支払手形及び買掛金の増加３

億44百万円等によるものであります。

 固定負債は、45億91百万円となり、前連結会計年度末と比較して40百万円の増加となりました。これは主に退職

給付に係る負債の増加24百万円等によるものであります。

 純資産の部では、親会社株主に帰属する四半期純利益は、８億84百万円でしたが、配当金の支払い５億52百万円

があったため、利益剰余金は、３億32百万円の増加で465億96百万円となりました。またその他有価証券評価差額

金が１億24百万円の増加、退職給付に係る調整累計額が４百万円の増加、為替換算調整勘定が１億６百万円の減少

等があったため純資産合計は、501億円となり、前連結会計年度末と比較して３億54百万円の増加となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 連結業績予想につきましては、平成29年５月９日の「平成29年３月期決算短信」で公表しました通期の連結業績

予想から変更ありません。

 なお、本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で

あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

- 2 -

日東工器株式会社(6151) 平成30年3月期第1四半期決算短信[日本基準](連結)



２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 23,734 23,225 

受取手形及び売掛金 6,850 6,993 

有価証券 5,401 5,901 

商品及び製品 3,038 3,002 

仕掛品 206 247 

原材料及び貯蔵品 1,558 1,719 

繰延税金資産 559 578 

その他 280 268 

貸倒引当金 △3 △3 

流動資産合計 41,626 41,933 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 10,705 10,564 

減価償却累計額 △5,065 △5,070 

建物及び構築物（純額） 5,640 5,494 

機械装置及び運搬具 3,319 3,333 

減価償却累計額 △2,322 △2,375 

機械装置及び運搬具（純額） 996 958 

工具、器具及び備品 6,735 6,747 

減価償却累計額 △6,145 △6,179 

工具、器具及び備品（純額） 590 567 

土地 3,824 3,679 

リース資産 1,690 1,716 

減価償却累計額 △494 △504 

リース資産（純額） 1,195 1,211 

建設仮勘定 173 265 

有形固定資産合計 12,421 12,177 

無形固定資産    

その他 226 299 

無形固定資産合計 226 299 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,055 2,240 

長期貸付金 71 67 

繰延税金資産 356 301 

その他 822 801 

貸倒引当金 △15 △15 

投資その他の資産合計 3,289 3,395 

固定資産合計 15,937 15,871 

資産合計 57,563 57,805 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 561 906 

リース債務 200 207 

未払法人税等 557 440 

賞与引当金 546 283 

役員賞与引当金 21 5 

その他 1,379 1,269 

流動負債合計 3,266 3,112 

固定負債    

リース債務 991 1,000 

退職給付に係る負債 2,483 2,507 

役員退職慰労引当金 346 356 

資産除去債務 10 11 

その他 718 716 

固定負債合計 4,550 4,591 

負債合計 7,817 7,704 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,850 1,850 

資本剰余金 1,924 1,924 

利益剰余金 46,264 46,596 

自己株式 △918 △918 

株主資本合計 49,120 49,452 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 816 940 

為替換算調整勘定 △168 △275 

退職給付に係る調整累計額 △27 △23 

その他の包括利益累計額合計 619 642 

非支配株主持分 6 6 

純資産合計 49,746 50,100 

負債純資産合計 57,563 57,805 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

売上高 6,484 6,709 

売上原価 3,151 3,235 

売上総利益 3,333 3,473 

販売費及び一般管理費    

給料及び手当 594 585 

賞与引当金繰入額 156 156 

退職給付費用 45 41 

役員退職慰労引当金繰入額 9 9 

販売促進費 241 234 

研究開発費 165 178 

その他 1,006 1,052 

販売費及び一般管理費合計 2,219 2,257 

営業利益 1,113 1,216 

営業外収益    

受取利息 6 6 

受取配当金 28 26 

為替差益 - 8 

受取家賃 8 7 

その他 11 10 

営業外収益合計 55 59 

営業外費用    

売上割引 21 23 

為替差損 14 - 

その他 0 2 

営業外費用合計 37 25 

経常利益 1,131 1,249 

特別利益    

固定資産売却益 - 98 

特別利益合計 - 98 

特別損失    

固定資産売却損 - 57 

特別損失合計 - 57 

税金等調整前四半期純利益 1,131 1,290 

法人税等 359 406 

四半期純利益 771 884 

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0 

親会社株主に帰属する四半期純利益 771 884 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

四半期純利益 771 884 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △122 124 

為替換算調整勘定 △430 △106 

退職給付に係る調整額 3 4 

その他の包括利益合計 △549 22 

四半期包括利益 222 907 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 222 907 

非支配株主に係る四半期包括利益 △0 0 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算） 

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただ

し、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を

使用する方法によっております。 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
合計 

  迅速流体継手 機械工具 
リニア駆動 
ポンプ 

建築機器 

売上高          

外部顧客への売上高 2,647 2,221 1,100 515 6,484 
セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

－ － － － － 

計 2,647 2,221 1,100 515 6,484 

セグメント利益 600 311 131 69 1,113 

 セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
合計 

  迅速流体継手 機械工具 
リニア駆動 
ポンプ 

建築機器 

売上高          

外部顧客への売上高 2,933 2,239 995 540 6,709 
セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

－ － － － － 

計 2,933 2,239 995 540 6,709 

セグメント利益 726 259 150 78 1,216 

 セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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